
1.　表紙（エコアップ活動時の集合写真）

2.3. 牛久自然観察の森指定管理者受託事業

　（作業の汗が芽吹きと笑顔に変わる季節）

4.5. 自然観察出前講座（ハプニングこそ自然観察の醍醐味）

6.7 牛久市恊働樹木リサーチ事業　

　（「ひたち野みずべ公園」パンフレットの編集）
8. 里山保全エコアップ活動の御案内

9. 身近な樹木No33 ウワミズザクラ

10. 裏表紙（タチツボスミレ開花（結束町にて））　

1.　表紙（エコアップ活動時の集合写真）

2.3. 牛久自然観察の森指定管理者受託事業

　（作業の汗が芽吹きと笑顔に変わる季節）

4.5. 自然観察出前講座（ハプニングこそ自然観察の醍醐味）

6.7 牛久市恊働樹木リサーチ事業　

　（「ひたち野みずべ公園」パンフレットの編集）
8. 里山保全エコアップ活動の御案内

9. 身近な樹木No33 ウワミズザクラ

10. 裏表紙（タチツボスミレ開花（結束町にて））　

さとやまさとやま
特定非営利活動法人うしく里山の会 広報誌 No.130

10

■事務局　牛久自然観察の森内
t e l  0 2 9 - 8 7 4 - 6 6 0 0   f a x 0 2 9 - 8 7 4 - 6 8 1 2
h t t p / / u s h i k u - s a t o y am a . o r g /
■編集　木谷昌史

■事務局　牛久自然観察の森内
t e l  0 2 9 - 8 7 4 - 6 6 0 0   f a x 0 2 9 - 8 7 4 - 6 8 1 2
h t t p / / u s h i k u - s a t o y am a . o r g /
■編集　木谷昌史

さとやま 2015 年　春号（通巻 13 0 号）

■発行　特定非営利活動法人うしく里山の会
〒30 0 ‒ 1 2 3 6　茨城県牛久市田宮町 80 8 - 2 0
t e l  0 2 9 - 8 7 3 - 8 5 5 2   f a x 0 2 9 - 8 7 3 - 8 5 5 2



3 2

　

林
床
植
物
た
ち
の
開
花
や
樹
々

の
芽
吹
き
に
、
園
路
を
散
策
す
る

人
々
の
顔
も
ほ
こ
ろ
ぶ
眩
し
い
季

節
が
巡
っ
て
来
た
。

　

毎
月
実
施
し
て
い
る
園
路
沿
い

の
植
物
調
査
（※

注
１
）
で
は
、

平
成
２６
年
度
、
木
本
や
草
本
に
シ

ダ
植
物
を
含
め
て
557
種
類
を
記
録

し
た
。

　

イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
や
オ
ド
リ
コ
ソ

ウ
、
ノ
ジ
ト
ラ
ノ
オ
や
タ
カ
ト
ウ

ダ
イ
と
い
っ
た
希
少
植
物
が
い
く

つ
も
の
群
落
を
形
成
す
る
度
に
、

「
牛
久
自
然
観
察
の
森
」
の
植
物
の

多
様
性
を
感
じ
る
。

　　

多
様
な
植
生
を
育
む
こ
の
「
森
」

の
管
理
作
業
に
は
、
現
在
、
年
間

の
べ
341
名
（※

注
２
）
の
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
協
力
に
よ
り

支
え
ら
れ
て
い
る
。

　

活
動
開
始
か
ら
今
年
で
１０
年
目

を
む
か
え
、
開
園
２５
周
年
に
あ
た

る
４
月
１
日
に
は
、
N
H
K
水
戸

放
送
局
か
ら
取
り
組
み
に
つ
い
て

放
送
さ
れ
、
活
動
へ
の
エ
ー
ル
を

作業の汗が笑顔に変わる季節

注
１
：
毎
月
第
4
金
曜
日
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
　

ア
の
協
力
の
も
と
活
動
し
て
い
る
園

　
　
　

路
沿
い
の
フ
ロ
ー
ラ
調
査

注
２
：
平
成
２６
年
度
の
植
生
保
全
活
動
の
の

　
　
　

べ
参
加
人
数

注
３
：
N
H
K
水
戸
放
送　

４４
市
町
村
み
ん

　
　
　

な
で
！
い
ば
ら
ナ
イ
ト

牛久自然観察の森指定管理者受託事業

い
た
だ
い
た
。（※

注
３
）

　

冬
、
更
新
を
促
す
た
め
下
草
が

刈
り
払
わ
れ
、
わ
ず
か
な
落
ち
葉

と
表
土
の
現
れ
た
地
面
は
、
春
、

思
い
も
つ
か
な
い
形
で
芽
吹
き
、

再
創
造
さ
れ
る
。
週
末
に
は
３
世

代
が
集
い
、
笑
顔
と
共
に
家
族
の

思
い
出
が
生
ま
れ
る
。

　

都
市
生
活
を
営
む
多
く
の
来
園

者
に
と
っ
て
「
森
」
は
非
日
常
で

あ
り
、
そ
の
中
で
日
常
を
再
創
造

し
て
行
く
意
味
で
、Re Creation

（
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
場
所
。

　

い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
ず
必
要

と
さ
れ
る
身
近
な
「
森
」
を
、
未

来
を
見
据
え
な
が
ら
、
再
創
造
を

し
な
が
ら
迎
え
る
こ
の
季
節
、
勢

い
づ
く
「
森
」
に
驚
か
さ
れ
る
た

び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
地

域
の
方
々
の
顔
が
脳
裏
に
よ
ぎ

る
。　
　
　
　
　
（
木
谷
昌
史
）

日本固有種のニホンカナヘビ。
冬眠から覚め、草むらから顔をのぞかせる。

若葉を出すムラサキシキブ。
園路沿いでは日の光が若葉を照らす。

ミツバツチグリの花に訪れるヤブキリの幼体。
多種多様な植物相が昆虫達を育む。

牛久市レッドデータブック記載のイチリンソウ。
４月中旬、保全区画にて群落を形成し今年も開花期を迎えた。

野鳥観察をする親子。
里山で過ごした時間が思い出と変わる。



自
然
観
察
出
前
講
座

「
ハ
プ
ニ
ン
グ
こ
そ
自
然
観
察
の
醍
醐
味
」

自
然
観
察
出
前
講
座

「
ハ
プ
ニ
ン
グ
こ
そ
自
然
観
察
の
醍
醐
味
」

　

平
成
２６
年
度
の
出
前
講
座
の
実
施
回

数
は
１９
回
で
、
延
参
加
人
数
は
１
，
２

３
３
人
を
数
え
ま
し
た
。
参
加
者
数
の

内
訳
を
み
ま
す
と
、
幼
児
４
５
８
人
、

児
童
７
３
１
人
と
そ
の
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
幼
児
や
児
童
と
の
自
然
観

察
活
動
を
通
し
て
大
切
に
し
て
い
る
要

点
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
と
の
触
れ
合
い
に
や
る

気
満
々
の
子
ど
も
た
ち

　

い
ず
れ
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学

校
に
出
向
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
生

き
生
き
と
し
た
表
情
と
、
元
気
な
挨
拶

は
一
緒
で
す
。
自
然
観
察
へ
の
期
待
と

意
欲
が
伝
わ
っ
て
く
る
心
地
の
よ
い
出

会
い
が
あ
り
、
い
つ
も
褒
め
て
あ
げ
ま

す
。

観
察
場
所
（
教
材
）
の
選
定

　

子
ど
も
た
ち
が
普
段
接
し
て
い
る
土

手
や
草
地
、
林
縁
な
ど
の
身
近
な
自
然

を
じ
っ
く
り
観
察
す
る
こ
と
で
、
多
様

な
自
然
の
営
み
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

観
察
の
展
開

　

子
ど
も
た
ち
の
気
づ
き
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
生
物
間
の
関
係
性
を
じ
っ
く

り
観
察
し
た
り
考
え
た
り
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
チ
ョ
ウ
や
ミ
ツ
バ
チ
と
花

と
の
関
係
性
、
ク
モ
と
網
と
の
関
係
性
、

植
物
の
葉
と
穴
と
の
関
係
性
、
犬
の
糞

と
そ
れ
に
集
ま
る
虫
と
の
関
係
性
な
ど

そ
の
わ
け
を
、
観
察
を
通
し
て
見
つ
け

る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
自
然
の
基
本
的
な
仕
組
み

で
あ
る
生
態
系
へ
の
意
識
の
芽
生
え
と

な
る
か
ら
で
す
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、

こ
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
を
考
慮
し
た
、

楽
し
い
観
察
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。ハ

プ
ニ
ン
グ
を
大
切
に

　

自
然
観
察
は
、
目
の
前
の
自
然
そ
の

も
の
が
教
材
な
の
で
絶
え
ず
変
化
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
観
察
眼
は
と

て
も
鋭
く
、
魅
力
的
で
感
動
的
な
場
面

を
突
然
発
見
し
て
く
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
カ
マ
キ
リ
が
ク
ル
マ
バ
ッ

タ
を
頭
か
ら
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
、
ジ
ョ

ロ
ウ
グ
モ
が
糸
で
獲
物
を
巻
い
て
い
る

と
こ
ろ
、
ミ
ミ
ズ
の
死
骸
に
ア
リ
が
群

が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
で
す
。

　

私
の
経
験
で
も
、
目
の
前
で
お
互
い

に
飛
翔
中
の
シ
オ
ヤ
ア
ブ
が
ホ
バ
リ
ン

グ
し
な
が
ら
、
ノ
シ
メ
ト
ン
ボ
の
頭
を

捕
獲
し
飛
び
去
っ
た
の
を
目
撃
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
こ
そ
自
然

観
察
の
醍
醐
味
で
あ
り
、
大
切
に
し
た

い
も
の
で
す
。（
石
神
良
三
）
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牛
久
市
恊
働
樹
木
リ
サ
ー
チ
事
業

「
ひ
た
ち
野
み
ず
べ
公
園
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
編
集

①パンフレットの表　　上から図１ ・ 図２ ・ 図３

②パンフレットの裏　図４

　

２５
年
度

「
南
裏
市
民
の
森
」
（
以

下

「
南
裏
」
と
い
う
）
に
続
い
て
２６

年
度
も
、
市
協
働
樹
木
リ
サ
ー
チ

事
業

（
以
下

・
本
事
業
）
を

「
ひ

た
ち
野
み
ず
べ
公
園
」
（
以
下

・
本

公
園
）
で
行
い
、
樹
木
及
び
植
生
調

査
を
実
施
し
、
併
せ
て
Ｐ
Ｒ
用
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

（
以
下

・
本
パ
ン
フ
）
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
、
編
集
方
針
や

留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

本
誌
１２９
号

（
冬
号
）
に
お
い
て
渡
辺

泰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
パ
ン
フ
の
作
成
は
、
２６
年
度
の
事

業
計
画
で

「
南
裏
」
同
様
に
、
Ａ
４

版
三
つ
折
り
と
す
る
。
編
集
原
稿
は

手
作
り
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
に
す
る

と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

編
集
方
針
は
、
基
本
的
に
は
前
回

と
変
わ
り
な
く

「
市
民
に
広
く
利
用

さ
れ
る—

分
か
り
や
す
い
、
見
や
す

い
、
美
し
い
」
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
本
公
園
は
、
そ
の
目
的
、

規
模
、
施
設
、
植
生
や
景
観
な
ど
が

「南
裏
」
と
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
特
徴
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
見
ど

こ
ろ
、
楽
し
み
ど
こ
ろ
の
整
理
か
ら
始

め
ま
し
た
。

①
面
積
が
約
６
h
a
と
大
き
く
、
中

央
の
池
を
中
心
に
緑
地
が
広
が
り
、
水

と
緑
の
空
間
を
満
喫
で
き
る
。

②
緑
地
は
森
と
草
地
か
ら
な
っ
て
い
る

が
、
森
は
公
園
造
成
前
の
自
然
林
を

❀
先
ず
表
紙
は
、
①
の
水
と
緑
の
空

間
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、
横
型

と
し
て
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
配
置
し
視

覚
的
に
表
し
て
い
ま
す

（
図
１
）
。

❀
次
い
で 

②
～
④
の
森
や
樹
木
、

生
垣
や
諸
施
設
の
場
所
を
分
か
り

や
す
く
示
す
た
め
、
裏
面
全
て
を

案
内
図
と
し
て
、
散
策
路
を
軸
に

各
々
の
位
置
を
記
載
し
て
い
ま
す

（
図
４
）
。

❀
②
の
森
に
つ
い
て
は
、
公
園
建
設

時
の
植
栽
記
録
に
よ
り
、
そ
の
造
成

内
容
を
大
ま
か
で
す
が
図
示
し
て
観

察
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

森
の
造
成
は
、
自
然
林
を
残
し
た

保
存
林
区
、
苗
木

（
高
さ
約
１
ｍ
）

植
栽
区
、
成
木

（
高
さ
３
～
１０
ｍ
）

植
栽
区
と
３
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
地
区
の
造
成
時
に
お
け
る
樹
種
構

成
を
み
る
と
、
保
存
林
区
は
、
サ

ワ
ラ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
針
葉
樹
が

約
２０
％
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
、
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
、
エ
ゴ
ノ
キ
等
の
落
葉
広
葉

樹
が
約
６０
％
、
シ
ラ
カ
シ
、
ヒ
サ
カ

キ
等
の
常
緑
広
葉
樹
が
約
２０
％
で
あ

部
分
的
に
残
し
な
が
ら
も
、
ほ
と
ん

ど
が
広
葉
樹
の
人
工
林
で
あ
る
。
開

園
か
ら
約
１５
年
が
経
過
し
た
現
在
、

自
然
林
と
人
工
林
と
が
共
存
す
る

自
然
の
妙
を
見
ら
れ
る
。

③
公
園
の
周
囲
は
、
ツ
ツ
ジ
類
を
主

体
に
低
木

（
生
垣
）
が
植
え
ら
れ
、

季
節
を
感
じ
ら
れ
る
。

④
公
園
内
は
、
縦
横
に
散
策
路
が

走
り
、
池
見
台
、
水
上
デ
ッ
キ
な

ど
多
様
な
施
設
を
楽
し
め
る
。

⑤
四
季
折
々
に
変
化
す
る
自
然
を

観
察
し
、
樹
木
や
草
花
、
虫
や
鳥

た
ち
の
名
前
を
調
べ
る
な
ど
、
知
的

好
奇
心
が
満
た
さ
れ
る
。

　　

本
パ
ン
フ
を
手
に
公
園
を
散
策
さ

れ
た
方
々
が
、
こ
れ
ら
を
ス
ム
ー
ズ

に
体
験
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

ま
す
。

り
、
針
葉
樹
の
用
材
利
用
と
、
コ
ナ

ラ
、
ク
ヌ
ギ
の
薪
炭
材
利
用
、
こ
れ

ら
利
用
の
後
退
に
と
も
な
う
常
緑
広

葉
樹
の
生
育
な
ど
、
か
つ
て
の
里
山

の
姿
を
推
測
で
き
ま
す
。
植
栽
区

は
、
コ
ナ
ラ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ク
ヌ
ギ
、

エ
ゴ
ノ
キ
な
ど
で
保
存
林
区
の
主
要

樹
種
を
基
本
に
、
新
た
に
ア
ラ
カ

シ
、
イ
ヌ
シ
デ
が
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
体
と
し
て
は
、
落
葉
広
葉

樹
を
主
体
に
常
緑
広
葉
樹
、
一
部

に
針
葉
樹
を
配
置
し
た
里
山
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
存
林
区
に

多
い
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
加
え
て
、
植
栽

区

（
成
木
）
で
オ
オ
カ
ン
ザ
ク
ラ
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
と

開
花
期
が
異
な
る
サ
ク
ラ
が
多
数

植
え
ら
れ
、
春
の
公
園
を
彩
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
区
分
は
、
現
地
で
は
明

確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
面
影

は
観
察
で
き
ま
す

（
図
４
）
。

❀
目
立
ち
ま
せ
ん
が
③
の
低
木
（
生

垣
）
も
観
賞
に
値
す
る
も
の
で
、

ツ
ツ
ジ
類
、
そ
の
他
落
葉
樹
・
常
緑

樹
別
に
図
示
し
て
い
ま
す
。
（
図
４
）

❀
⑤
に
関
し
て
、
高
木
３７
種
の
一
覧

表
を
載
せ
る
と
同
時
に
、
樹
名
板

[

注]

が
付
い
て
い
る
１８
種
を
赤
字
で

示
し
、
現
地
で
確
認
し
や
す
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す

（
図
３
）
。

　

５
月
１６
日

（
土
）
に
は
本
公
園

を
中
心
に
市
主
催

「
春
の
樹
木
ガ

イ
ド
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
参
加
さ
れ
本
パ
ン
フ
の
使
い
勝
手

を
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
パ
ン
フ
の
発
行
な
ど
に
ご
尽
力

さ
れ
た
市
緑
化
推
進
課
、
本
事
業

の
調
査
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
羽
賀
正
雄
）

[ 注 ] 「うしく緑のネットワーク」 が管理作業を実施。

なお、 本年４月に 「南裏」 も高木３５種のうち２０種に樹名板整備。



身
近
な
樹
木

　

バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属
の
落
葉
広
葉
樹

の
高
木

（
高
さ
1
5
m
）
で
す
。

国
内
で
は
北
海
道
の
石
狩
平
野
以

南
か
ら
熊
本
県
南
部
ま
で
広
く
分

布
し
て
い
ま
す
。
牛
久
で
は
斜
面

林
や
雑
木
林
な
ど
に
自
生
し
、
公

園
や
神
社
の
境
内
な
ど
に
も
し
ば

し
ば
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
ク

ラ
と
い
う
名
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、

一
般
的
な
桜
の
花
と
は
イ
メ
ー
ジ

が
異
な
り
、
写
真
の
よ
う
に
白
い

小
花
が
穂
状
に
集
ま
っ
て
咲
く
の
で

白
い
ブ
ラ
シ
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

個
々
の
花
は
見
栄
え
が
し
ま
せ
ん

が
、
4
〜
5
月
の
開
花
期
に
は
若

葉
の
先
端
に
白
い
ブ
ラ
シ
が
無
数
に

揺
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
壮
観
で

す
。

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
に
よ
く
似
た
花

と
し
て
、
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
は
総
状

花
序
の
下
に
付
く
小
枝
に
葉
が
な

い
の
に
対
し
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
に

は
数
枚
の
葉
が
あ
る
点
が
違
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
は

別
名
シ
ロ
ザ
ク
ラ
と
も
言
わ
れ
て

樹
皮
が
暗
灰
色
で
す
が
、
ウ
ワ
ミ

ズ
ザ
ク
ラ
は
暗
紫
褐
色
な
の
で
、

花
が
咲
い
て
い
な
い
時
期
で
も
区
別

で
き
ま
す
。

　

若
い
花
穂
や
若
い
実
を
塩
漬
け
に

し
た
も
の
は
杏
仁
子

（
あ
ん
に
ん

し
）
と
呼
ば
れ
、
不
老
長
寿
に
効

が
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
果

実
は
初
夏
に
は
黄
色
く
、
次
第
に

赤
か
ら
黒
く
熟
し
ま
す
。
こ
れ
を

用
い
て
果
実
酒
を
作
る
と
お
い
し
い

う
え
美
し
い
色
に
染
ま
る
と
聞
き

ま
し
た
。
名
前
の
由
来
は
、
む
か

し
鹿
の
骨
の
裏
側
に
溝
を
つ
け
て
こ

の
木
を
燃
や
し
て
占
い
を
し
た
の
で

占
溝
桜
と
呼
ば
れ
、
の
ち
に
訛
っ

た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。（

秋
山
侃
）

開花期の樹姿 （宮澤 10.5.3 上柏田の日枝神社境内） と花序 （渡辺 10.5.2　新地町の林縁）
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　牛久自然観察の森に隣接する牛久市結束町の 「みどりの保全区」 の森林維持管理作業を

行う 「エコアップ作戦」 では、 地域の皆さんの協力のもと、 下草刈りや除間伐、 風倒木の処

理等を行っています。 活動には会員 ・ 一般問わず参加出来ます。 皆様のご参加お待ちしてい

ます。

結束町みどりの保全区

「エコアップ」 作戦参加者募集のお知らせ

■活動日時 ： 5 月 1 日 （金） 9 ： 00〜11 ： 00　17 日 （日） 13 ： 00〜15 ： 00

　　　　　　　　  6 月 5 日 （金） 9 ： 00〜11 ： 00　21 日 （日） 13 ： 00〜15 ： 00

　　　　　　　　  7 月 3 日 （金） 9 ： 00〜11 ： 00　19 日 （日） 13 ： 00〜15 ： 00

■集合場所　牛久自然観察の森ネイチャーセンター１階倉庫前　　■予約　不要／荒天時は中止

■持ち物　　長靴　軍手　長袖　長ズボン　※刈払機 ・ チェーンソー使用は資格所有者のみ

■問い合わせ先　０２９-８７４-６６００ （担当木谷）

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
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震
災
の
年
に
車
で
家
族
と
被
災
地

を
一
巡
し
、
そ
の
後
1
人
で
２
度
ほ

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
か
け
た
。
２

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
で

あ
る
の
に

「槌
音
が
聞
こ
え
な
い
、

遅
す
ぎ
る
」
と
強
く
感
じ
、
い
つ
も

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
気
に
な
っ
て
い
た
。　

　

あ
る
時
、
復
興
庁
の
H
P
を
見
て

採
用
情
報
が
あ
り
内
容
を
見
て
履
歴

書
を
送
り
仙
台
で
面
接
を
受
け
た
。

勤
め
て
い
た
会
社
も
す
で
に
十
分
で

あ
る
と
考
え
、
７
月
31
日
に
退
職
、

８
月
1
日
採
用
３
月
31
日
ま
で
の
任

期
付
き
職
員
と
し
て
気
仙
沼
市
役
所

に
派
遣
と
な
っ
た
。

　

市
役
所
か
ら
歩
い
て
15
分
の
派
遣

職
員
宿
舎
、
家
電
付
き
１
ル
ー
ム
、

空
き
の
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人

も
い
る
。
行
く
前
に
幾
度
か
総
務
の

方
か
ら
車
は
持
っ
て
こ
な
い
の
か
と
聞

か
れ
、
心
配
に
な
り
中
古
の
軽
を
購

入
し
た
。
買
い
物
や
休
日
を
過
ご
す

た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。
幾
度
か
の
帰

省
も
あ
っ
た
が
１
万
７
千
キ
ロ
走
っ
て
い

た
。

　

配
属
先
は
10
月
ま
で
災
害
廃
棄
物

対
策
課
、
震
災
ガ
レ
キ
の
片
づ
け
と

片
づ
け
跡
の
復
旧
で
あ
る
。

　

技
術
1
名
、
事
務
10
名
、
派
遣
4

名
、
臨
時
4
名
の
計
19
名
。
派
遣
は

江
戸
川
区
技
術
1
名
、
鹿
児
島
県

2
市
か
ら
事
務
2
名
、
そ
し
て
私
。

　

13
年
度
で
廃
棄
物
は
片
づ
け
る
と
の

目
標
で
仕
事
は
進
め
て
い
る
。
ガ
レ
キ

が
片
付
い
て
い
く
中
で
跡
地
の
復
旧
工

事
の
発
注
作
業
。
復
旧
に
は
農
地
も

あ
り
、
畦
畔
工
、
田
面
整
備
工
な

ど
文
字
に
す
る
と
理
解
で
き
る
が
農

業
に
全
く
縁
の
な
か
っ
た
の
で
、
は
じ

め
の
会
話
で
は
戸
惑
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

跡
地
の
土
壌
調
査
、
20
数
ヵ
所
あ
っ

た
借
地
の
精
査
。
ガ
レ
キ
の
処
理
は

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
請
負
、
調
査
は
大

手
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
行
っ
て
い
て
そ
の

監
督
精
査
、
現
場
管
理
が
主
な
業

務
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
業
務
は
地

元
の
業
者
と
進
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

返
地
業
務
で
は
仮
設
に
住
ん
で
い
る

地
権
者
と
お
話
し
に
行
っ
た
が
わ
か

ら
な
い
、
訛
が
強
く
言
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
ら
な
い
の
だ
。
帰
り
道
に
一

緒
に
行
っ
た
若
い
人
に
何
度
も
教
え
て

い
た
だ
い
た
。

　

仮
設
の
住
環
境
は
悪
く
、
隣
の

T
V
の
音
は
聞
こ
え
湿
気
も
す
ご
い

と
聞
い
た
。
震
災
前
は
広
い
家
で
住

ん
で
い
た
こ
と
を
想
像
す
る
と
一
日

も
早
く
と
思
う
。

　

復
旧
工
事
の
発
注
で
は
、
作
業
員

お
よ
び
資
材
の
不
足
で

（
落
札
で
き

な
い
）
不
調
と
な
り
、
年
度
末
ま
で

在
席
と
な
っ
た
が
、
発
注
出
来
な
い

で
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
後
で
聞
い
た
話
だ
が
、
作
業
員
お

よ
び
資
材
の
不
足
な
ど
で
不
調
に
な
り
発

注
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
だ
。

　

そ
の
後
、
希
望
で
あ
っ
た
震
災
復
興
を

担
う
は
ず
で
あ
る
職
場
に
移
動
と
な
っ

た
。
市
・
町
で
震
災
復
興
を
直
接
担
う

仕
事
は
防
災
集
団
移
転
、
漁
港
海
岸
保

全
事
業
お
よ
び
こ
れ
ら
に
付
随
し
た
事

業
が
主
で
あ
る
。

　

新
年
度
の
移
動
先
で
は
北
海
道
、
宮

城
県
、
神
奈
川
県
、
佐
賀
県
、
岐
阜
市
、

広
島
市
、
千
葉
市
、
新
居
浜
市
、
江

戸
川
区
の
自
治
体
職
員
そ
し
て
私
と
同

じ
復
興
庁
派
遣
。
派
遣
職
員
は
35
名
中

22
名
と
60
％
以
上
。
24
年
度
初
め
は
市

職
員
の
30
％
弱
が
派
遣
職
員
で
あ
り
そ

れ
で
も
少
な
い
と
い
う
。
震
災
で
他
の
業

務
も
影
響
を
受
け
多
忙
に
な
っ
て
い
る
。

25
年
度
予
算
で
み
る
と
２
千
億
円
余
り
の

う
ち
88
%
が
復
興
関
連
で
あ
る
と
言
う
、

職
員
不
足
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
る
。

最
近
は
自
ら
の
職
員
は
派
遣
せ
ず
、
経

験
者
を
採
用
し
て
任
期
付
き
職
員
と
し

て
派
遣
し
て
い
る
。
色
々
な
派
遣
形
態

が
あ
り
条
件
も
ち
が
っ
た
。

　

新
た
な
職
場
は
多
忙
に
な
っ
た
通

常
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
が
っ
か

り
で
あ
っ
た
。
自
ら
工
事
の
設
計
と

積
算
施
工
管
理
を
お
こ
な
っ
た
。
パ

ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
で
図
面
を
書
か
な
け

れ
ば
な
ら
ず
稚
拙
な
図
面
と
初
め
て

の
積
算
シ
ス
テ
ム
を
使
い
積
算
し
発

注
を
お
こ
な
っ
た
。
あ
と
か
ら
あ
の

工
事
は
雨
災
に
な
る
か
ら
と
言
わ
れ

て
、
何
の
こ
と
や
ら
と
。　

私
と
一

緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
人
は
他
市
か

ら
の
派
遣
の
方
で
役
所
の
仕
事
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
。
民
間
と
の
違
い

を
感
じ
た
。
ま
た
税
金
に
は
色
々

な
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
だ
と
も
。

　

震
災
前
は
仕
事
の
奪
い
合
い
で
あ

り
建
設
会
社
も
減
っ
て
い
た
と
聞

く
、
今
は
人
手
も
少
な
い
が
仕
事

を
選
ん
で
い
る
。
気
仙
沼
に
支
店
を

置
い
て
他
県
か
ら
来
て
い
る
建
設
業

者
も
い
る
。
発
注
に
あ
た
っ
て
は
業

者
に
お
願
い
し
て
入
札
に
参
加
し
て

も
ら
い
予
定
の
年
度
予
算
を
消
化
し

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

税
金
の
動
く
金
額
は
大
き
く
、
こ

れ
ら
に
群
が
る
輩
が
い
る
の
は
誰
で
も
知

る
こ
と
で
あ
る
。
早
急
に
震
災
復
興
は

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
将
来
に
負

債
を
残
さ
ず
に
で
き
な
い
も
の
か
と
考

え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

防
潮
堤
の
工
事
も
こ
れ
か
ら
本
格

化
。
盛
り
土
、
か
さ
上
げ
工
事
も
今

年
度
中
、
基
盤
整
備
が
一
応
の
目
途

が
つ
き
建
物
工
事
が
本
格
化
し
て
く
る

の
で
一
段
と
忙
し
く
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

観
光
し
て
お
酒
も
お
い
し
か
っ
た
。
親

子
で
野
菜
作
り
も
や
っ
て
き
た
。
機
会

が
あ
っ
た
ら
お
話
し
し
た
い
。
（
飯
田
雅
俊
）

四
年
が
過
ぎ
て

会
員
自
主
投
稿


